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本格的英語学習のスタートである。2002年以
来2016年まで既に14年間小学５・６年におけ
る英語教育が模索され、2020年度には更に３・
４年にまで拡大される方向にある。しかし、
週１時間ということもあり、現実には‘英語
に親しむ’という以上のものではなく、大多
数の生徒は中学入学時に幾許かの英単語を
知っているというレベルに留まっているのが
実状であろう。小学校の指導にはどちらかと
言えばCommunicative Teachingの方法論に近
い 傾 向 も あ り、EFL（English as a Foreign 
Language）の条件下では、言葉の定着が難
しいからでもある。一方、中学レベルの授業は、
所謂‘academic style of language teaching’と
呼ばれる知的な活動を好み、言語の運用は余
り望まない学習者向けの教授法とされる考え
方（Cook, 2008）を当初から抱え込んでおり、
文法訳読的指導方法に向かう傾向もあって
小・中学間に落差が生じることも、現実には
中学レベルが本格的なスタートとなることに
繋がっていると言える。
　こうした中でも、現状では定着の悪い可能
性を含むものの、指導要領の改訂ごとに、中
学の授業をよりCommunicative Teachingに近
　発音指導は、現在、伝達可能かどうかを基
準として指導項目を減らした所謂Reduced 
Pronunciation Syllabus（以下RPS）の使用と
実際に伝達の目的で英語を使うことを通じて、
伝達可能な範囲に学習者自身の発音を調整す
る能力（accommodation skills）を開発しよ
うとする方法が模索されている（Jenkins, 
2000; Walker, 2010; 本 井, 2014a/b; 2015a/b）。
このことを受けて、筆者は日本の英語教育で
採用可能なRPSの試案の提案を行い（本井, 
2015a）、更に中学から大学に至るまでの四段
階（4 phases）の提示をすると同時に自主学
習（autonomy） 開発の可能性についても若
干の検討を行っている（本井, 2014b; 2015b）。
　本稿は、こうした方向を日本の中学校にお
ける英語教育という具体的な場面で、どのよ
うに実現して行ったら良いかという問題につ
いて、ELT（English Language Teaching）の
世界で行われている‘カリキュラム活動
（curriculum activities）’を通じて若干の考察
を行おうとするものである。
中学校における英語の指導について
　中学１年次は日本の学生にとっては最初の
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薄になりやすいことを示唆している領域
（component skills＝語彙、発音、文法、談話）
の一つである。
　 上 記 の よ う な 問 題 を 抱 え な が ら、
Communicative Teachingに近い方向を目指し
（市川, 2014）、又、発音指導に関しても一定
の方向性が模索される可能性を持つのが中学
校の英語教育である。そして、ここでは比較
的動機のレベルが低く、学力も飛びぬけて高
い訳ではない極普通の中学校におけるコース
運営を念頭に、既述のような方向性で何が出
来るかについて、カリキュラム活動の枠組み
を使って検討したい。勉強の出来る生徒を集
めた学校で、更に公立学校のカリキュラムか
ら逸脱する形で英語の訓練をするような教育
は、日本国民の一般的な生活能力やレベルの
向上に資するものではなく、特定の個人に奉
仕するものであり、分析・検討の対象とはし
ない。
発音指導の出発点、
Reduced Pronunciation Syllabus
　現在、RPSの指導に関して筆者が提案して
いる四段階（4 phases）の内、中学１・２年
レベルの指導に対応している第一段階は以下
のようなものである（本井, 2014b;  2015b）：
Broad Aims:
RPSについてのオリエンテーション。以下
に挙げる項目の発信・受信両方のレパート
リーへの追加。綴字発音によるerrorつい
ては常時注意を向ける。
Consonants:
－母音［i］の前に置かれる/s/, /z/, /t/, /d/, 
 /n/, /h/の硬口蓋化音の防止。
－母音［u］の前に置かれる/h/と/t/の改善。
い方向に導こうとする試みは行われ続けてい
る。しかし、その実態と抱える問題は、英国
で教授法の専門的な教育を受け、現在中学で
教えている筆者の教え子の一人の以下の報告
（2016年６月のもの）に集約されているよう
に思える：
‘英語の先生の授業を見て来ての感想です
が、コミュニケーション活動やActive 
Learningを授業に取り入れようとするあま
りステップを踏んだ練習がおざなりになっ
ている感じがしています。十分な口慣らし
がなされないまま［using languageに近い
作業に ～筆者挿入～］突入しているため
生徒が混乱している状況がよく見受けられ
ます。50分の中で導入、練習までは出来て
も展開までは至っていません。
　私もなんとかいろんな種類の練習をさせ
て、ワークシートを使っての作文をさせる
のがいっぱいいっぱいという感じです。教
科書の内容理解、音読も十分な時間は割け
ないのが現状です。’
古くからRevell（1979）によって指摘されて
いる以下の問題が、40年近くを経て尚解決を
見ていないのである：
‘Communicative teachingの重要性を強調
することは、structural teachingを最小化
することを主張するものではない。学習者
はそれに必要な言葉の習得なくして伝達能
力（communicative competence）を発達さ
せることはない。’
～（Revell, 1979: 90／筆者訳）～
そして、発音の問題はRevellがこのように手
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に適していると指摘している領域である。
カリキュラム活動について
　カリキュラム活動はシラバス・デザイン／
分析の方法の一つであり、図１はカリキュラ
ム の レ ベ ル で は、 ニーズ 分 析（needs 
analysis）・目標（objectives）・テスト（testing）・
教材（materials）・授業（teaching）の５項
目からの検討とそれらとプログラムの評価
（evaluation）の関係を示している。また、そ
の具体化である授業のレベルに関しては、ア
プローチ（approach）・シラバス（syllabus）・
教材提示（technique）・練習（exercise）の
４つの項目を提示しており、これらを検討す
ることを通じて、よりシステマチックにカリ
キュラムを理解したり、デザインしたりする
為の道具である。図をみれば、‘TEACHING 
ACTIVITIES’が個別バラバラの要素として
扱 わ れ て い る の に 対 し、‘CURRICULUM 
ACTIVITIES’は双方向の矢印にみられるよ
うに、そこで検討される事柄が相互に関係を
持ち、相互作用を起こすものとして取り扱わ
れていることが分かる。
　以下は、この枠組みを用いた一つの検討で
ある。
具体的検討
カリキュラム活動
（CURRICULUM ACTIVITIES）:
　カリキュラムレベルの第一段階、ニーズ分
析（needs analysis）は、学習者が言語を実
際に使うのに必要な項目を確定する為の情報
収集・分析の作業（Brown, 1994）であるが、
この件に関しては、既に多くの事柄が検討さ
れており（Jenkins, 2000; Walker, 2010; 本井, 
2014a/b; 2015a/b）、ここで詳細に検討するの
－母音［i］の前に置かれる/j/と［u］の前
に置かれる/w/の脱落防止。
－/v, b/と/f/の習得。
－/l, r/の区別の習得。
－/Ө, ð/は指摘のみ。
Consonant Clusters:
－語頭子音連続と第一強勢の位置の組み合
わせについて十分に学習／母音の陥入を
弱める学習。
Vowels:
－５母音（a, e, i, o, u）について長母音と
短母音を明快に区別。
－ /ɜ:/は早めに習得。
Prosody:
－語強勢に関しては、第一強勢を意識して、
実際に発音できるよう指導。
－イントネーション･グループの切れ目と
無色の位置の音調核の存在について学習。
　（但し、Phase 2の課題であるため、理論
的なことは教えない）
－音調核で起こるtoneの変化については、
falling/risingの学習に留める。
Accommodation skills:
－Phonological accommodationの概念につ
いて説明；録音と議論の重要性を伝え、
録音と議論を定期的に行う。
－恒常的にdictationの作業を行う。
～（本井, 2014b）；明確化の為情報追加～
そして、これらの項目は、EFLの世界では、
学習者が授業時間外にも時間を割いて、目に
見える努力をする形で、繰り返し学習したり、
練習したりして、その基礎を身に付ける性質
のものである。
　又、この分野は、Hedge（2000）がcomponent 
skillsの中で最もself-instructionの形で学ぶの
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大にも繋がるExtensive Readingの能力
開発が不足のためであり、比較的短時
間で配布されるcommunicative taskの
資料等を読み、作業内容や必要情報を
理解出来ない。
３．Writingに関しては、“一文レベルの日
本語から英語への訳”以外の学習経験
を殆ど持たず、少し長いpassageは‘書
けない’に等しい。
この状態では、学習者の４技能を総動員して
取り組まなければならないtask-basedの教材
による授業など不可能である。上記の１と２
は、一つには中学レベルの早い段階から継続
的にテキストの音読作業を行ない‘音読から
自然に黙読に移行するとされる’段階に達し
ていないことの結果である。そして、このこ
とには、発音指導の領域での徹底的な取組み
は中学校のコースに関してということになる。
通常国家の教育ではニーズ分析は行わない傾
向が強いが、発音の分野では検討を通じて、
学習者が早急に身に付けなければならないこ
とをある程度明確に出来る。
　先ず初めに、中学レベルの指導の不十分に
起因すると思えることとして現在筆者が教え
ている大学生について一般的に感じる問題は
以下のようなことである：
１．新聞記事等初見のテキストを、数分の
準備で、ある程度スムーズに音読でき
ない。
２．筆者のここ数年のFast-Readingへの取
組みの記録表を分析すると、学習語彙
2000語レベル、数百語のテキストを１
分間に150語以上読めるレベルを超え
る学生は10％以下に留まる。語彙の増
 図１　Interface of Teaching and Curriculum Activities
～Brown（1994：29）～
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１．スムーズな音読が可能で、理解し易い
レベルのプロソディーの体得。
２．理解可能（intelligible）なレベルの分
節音素システムの獲得。
３．Accommodation skills獲得のための基
礎となるべき知識・技術の習得。
１、２の項目は、筆者のアンケート調査の‘発
音は理解できると同時にスムーズである必要
がある’という項目に対して88.9％の回答者
が‘大いにそう思う’又は‘そう思う’と答
えていること（本井, 2014a: 37）を反映して
いるが、同時に音読等の取組みの到達点とし
ての意味がある。
　これらの目標は、aims/goalsのようにコー
ス全体の方向性を示すだけのものに比べれば、
若 干 具 体 的 な 要 素 を 含 み、 所 謂general 
objectivesと呼ばれる範疇に入れることも出
来る。
　こうした目標が決まれば、当然のこととし
て更に英語のcomponent/performance skillsの
レベルの具体的なobjectivesが必要になるが、
上記のRPSの指導に関する第一段階はその儘
objectivesになる項目を多く含んでいる。従っ
て、それに更に詳しい説明や抜け落ちている
部分を以下のように付け加えることとする：
１．RPSについての解説は理解に影響を与
えるerrorの克服を目的とすることを
伝えると同時に、CD録音等を聞いて
自分で練習するだけで目標を超える習
得レベルに達している部分については
その儘にして置くと同時に、耳の良い
ことが有利に働き、大きく評価される
場合もあることを明確にする。
２．子音連続は、語頭に加え、取り分け１
により基礎作りに貢献出来る。３では文法訳
読的指導に偏り、語彙と和訳・解釈の指導の
みと思える程の高校レベルの授業が的外れで
あり、‘読まない者は書けない。書けない者は
読めない’という、この世界で言い古されて
来た事柄を念頭に、高校終了時までの英語の
指導が行われて来たのかが問われる問題であ
る。また、中学における指導も、高校でのそ
うした取り組みの為の基盤作りと成り得てい
ないと言わねばならないが、これも音読の徹
底やdictationの恒常化により底上げが可能で
ある。
　以上のことから、EFLの状況下にある学校
教育の場、中学レベルでは、発音分野におけ
るニーズは、下記の理解可能なレベルへの発
音の改善を目指すことに加え、上記の‘音読
から黙読に移行する’段階まで実際に学習者
に練習させる作業を通じて、英語学習そのも
のの基盤づくりに貢献することとなる。但し、
以下の検討の中でも分かる通り、自主学習中
心の取組みとせざるを得ないという制約の下
にある。
　次に目標（objectives）の問題であるが、
この領域にはaimやgoalなどと呼ばれる用語
も存在し、所謂objectivesとは区別される。
Aimやgoalは広い意味の言葉で、大抵の場合
点検・テストが不可能なものである。これに
対してobjectivesは、言語使用についての具
体的な記述を含み、実際の学習等に影響を与
える。
　そして、上記ニーズ分析で触れたような基
本的方向性が決まれば、aims/goalsの観点で
は以下の点が重要ということになる（以下の
番号は優先順位でもある）：
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はself-instructionへの取組みが大きな比重を
占める性質のものであることから、ヨーロッ
パでも70％の教師は自分が目標を決めたいと
思っている可能性のあることをも念頭に置い
て議論やプランを進めると良いと思われる。
　発音の領域に関して、テスト（testing）
は自主的な学習の為の動機開発の目的で設定
される要素が大きい。この分野は言語学習の
周辺的エリアにある上に、Brown（2014）も
指摘するように、RPSの項目を教えたり、練
習したりしても、長期的なことはともかく、
短期的な改善が見られるか否かは保証の限り
ではないという問題があるからである。しか
し、日本の中学校におけるコースを念頭に置
く場合、既述のように、暗記、音読、シャドー
イング等の時間外の練習が言葉の学習の基礎
部分を成すことを考慮すると、学習者の動機
の開発・維持のための具体的手立ての一つと
して、その効用についても十分に検討し、継
続的取組みを作り出す必要があると言える。
　筆者は一つの方法として、下記のようなテ
ストを検討し、適切に組み合わせて実施する
ことは効果的であると考えるが、授業時間内
のテストは時間の浪費につながることから、
他のcomponent skillsやperformance skillsの
試験等に譲り、この分野は時間外に継続的に
テストへの取組み続けることが適当であると
考えている。
短期の目標を持つテスト（何度でも挑戦
可）：
－昼休み、放課後等に実施する教科書か
らの短文を材料とする個人別の短文暗
記テスト１）
中・長期の目標を持つテスト（予定表に従
～２年の段階では語尾の子音連続を明
瞭に発音する必要を強調する。但し、
後者はPhase 2の課題であるため指摘
に留める。発音が上手でない場合、聞
き手は後者にも反応するからである
（本井, 1998）。
３．綴字発音を学習者が自主的にチェック
するよう早期に習慣化すると同時に撲
滅を目指す。
４．一続きの語群（＝イントネーション・
グループ）の内部で全く引っ掛からず
にスムーズな発音・音読が出来るよう
になることを目標に練習・訓練する。
５．授業時間内に継続的なdictationの作業
（中学時には一度は触れたことのある
教科書からの材料が良い）を通じた英
語音声の意識化を行い、accommodation 
skillsの獲得に向けた基礎を作る。ま
た、この作業は単に教科書付属のCD
を利用するだけでなく、英語科の教師
全員、音読テストの成績の良い生徒や
ALTの録音なども用意し、同じテキス
トを様々なスタイルの音声で聴取・認
識できるように準備をしたい。同時に、
解答時にその教材のポイントとなる事
柄についてのawareness-/consciousness-
raising exercisesのようなものを一つ
だ け 提 示 し、 短 時 間 に 取 組 ん で
phonological accommodationの習得に
向けた基礎知識作りをする必要がある。
　Camilleri（1999）のデータによれば、短期・
長期を問わず、学習者が目標設定に関わって
もよいと考える教師の比率は、比較的自主学
習の方向性に理解のあるヨーロッパでも30％
程度のものである。ここで検討している目標
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した学習者集団の変化を見逃さず、次の発展
につなげることも教師の大切な役割と云える
かも知れない。
　教材（materials）の決定の問題は、中学
の場合、語彙や文法項目の制限があり、これ
がcommon coreとして作用しているため、主
に検定教科書を素材として学習者のニーズに
合ったものを作成する方が良い。譬え受信能
力との関連で一部逸脱するようなことが検討
されるとしても、如何に負担無く学習するか
という観点を全く外すことは出来ないだろう。
　また、語彙学習段階で扱われることの多い
発音であるが、上記のこととの関わり及び最
近の研究の結果を踏まえ、教材は脈絡の中で
自然に意味に注意が向かうtop-downの発想
によるものを可能な限り採用するか、作成す
るかし、その比率を増やしたい。
　その上で、語彙以外の他領域（例えば
‘speaking’教材等）との統合も含め、様々
な工夫が求められる。本井（2014b）でも取
りあげた以下の統合の可能性では、バラエ
ティーに富んだ教材が容易に準備出来る程広
がりが大きくはないからである。
１．“過去形・複数形”語尾のように使わ
れる形態素が含む音声がルール化され、
同種の音素である傾向の強い文法項目
との統合；
２．“序数”のように特定の音素（/Ө/）を
含む語彙が繰り返し使われる語彙範疇
の教材との統合；
３．“レストラン”のように、料理に関わっ
て /i:/, /ɪ/（e.g. beef, veal, fish, milk, 
mint, etc.）が多く使われるような場
面設定・話題との統合。
う取り組みで、挑戦回数は決まってい
る）：
－波状テスト２）方式で取組む教科書からの
文章を材料とする個人別の音読テスト
－波状テスト方式で取組む発音分野の知
識のペーパー・テスト
すべては、合格・不合格の判定をするのみで、
その場で評価を出し、その結果は平常点に反
映させる。また、取り組みの記録のオリジナ
ルを学習者自身に管理させ、学期末に回収す
る方法もある。これは学習者に責任を持たせ
る為であり、Camilleri（1999）のデータでは、
‘学習者が自分の行った作業の記録を保管す
るべき’と考える教師が43％であり、39％が
‘成績の記録を保管するべき’としている。
自主学習につながる基礎的な習慣作りの観点
から、こうした数字をどう理解するべきかに
ついて検討してみる必要があるように思える。
　但し、このようなテストによる方法論は、
本質的には外からの働きかけによる外的動機
（extrinsic motivation）・道具的動機（instrumental 
motivation）の開発に留まっており、長続き
しないという問題を内包していることを意識
して置くべきである。従って、何等かの表に
出ない‘hidden curriculum’と呼ばれるよう
な価値観の涵養に繋がる取組みをし、学習者
に無意識の内に浅いレベルのlearner-training
を施そうとするような考え方が無いと、３年
間という長期の動機開発の成功と維持には失
敗する可能性があることを知って置く必要も
ある。恐らく、上記の１のようなテストの順
番待ちや２のテストの次の回の受験待ちの間
に‘先に進んでいる学習者’が‘遅れている
学習者’に教える等、自然に一種の協同作業
が行われる可能性も出てくることから、こう
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仕事を行うだけの時間も保証されていないか
らというものである。こうした角度からも、
上記テストの項で検討した事柄を更に深く検
討してみる必要があるだろう。そして、その
場合、本稿で検討している問題が発音の領域
に狭められていることを考慮すれば、
１．Audio-lingualismに影響を受けた‘繰
り返し練習による新しい習慣の養成’
はEFLの世界で学ぶ学習者には避けて
通れない問題であり、何をどう継続的
に行うかという問題に結論を出す必要
がある。【カリキュラム・システム開発】
２．授業時間に行える発音のみの作業の取
り組み時間が５分～15分である現実を
踏まえ、学習者個人としての取組みの
創造をどのように行うのか。【発音の
知識に加え、暗記・音読などの様々な
学習上のテクニックや方法論の伝達】
３．授業時間に行える発音のみの作業の取
り組み時間が５分～15分である現実を
踏まえ、時間外学習に繋がるどのよう
なアドバイスをどのような形で行うの
か。【Hidden curriculumとしての学
習方略の伝達】３）
の３つの枠内での議論ということになるだろ
う。
　また、中学レベルの授業の場合、授業構成
は基本的には、所謂Present-Practice-Produce
（PPP）スタイルである。この場合、発音だ
けを扱う作業は教師のコントロールが比較的
強く掛かるPresentとPracticeの前半部分だけ
ということになり、この点でも変化に富んだ
言語活動は使いにくく、制限が掛かることを
意識する必要があるだろう。加えて、その短
　また、発音関連の教材は教室使用、自主学
習目的の両方で、ハンドアウト教材のような
形の投げ込み教材の形式を採り、バラバラに
配布される場合が多い筈である。従って、試
験準備の為の自宅学習などで何のための教材
かが分からなくなることを避ける目的で、全
てについて裏面等に簡単な解説や目的を読み
易い形で印刷して置くと良い。Hedge（2000）
が指摘するように、この分野がself-instruction
による学習に適しているとすれば、この教材
のデザインの問題は重要と言え、よく耳にす
る‘Communicative Teachingで使われている
配布教材の多くは授業時間外の学習に役立た
ない’とする不満の背景には、こうした問題
があると思えるからである。
　授業（teaching）の分野には、教師にとっ
ては自分が教室で行うのに適当と思うような
ことを行うのに相当な自由度がある。しかし
Brown（1994）は、教師、学習者共にobjectives
が何であり、最終的にそれ等がどのようにテ
ストされるかということに関しては意識して
置く必要があるとしている。このことは大き
な目でみれば、教師と学習者の両方が、カリ
キュラムの開発と改訂に関わることであり、
更にコース運営者等を含む関係者もneedsや
objectivesを明確にする作業に参加すること
は、教師を縛るものではなく、テストの開発、
問題の選択、教材開発などの分野で援助的に
働くとされている。Brown（ibid.）は、従来
この作業が全面的に教師一人の肩に掛かって
いたことを指摘し、一人ではなく、グループ
で行うべきであるとしている。その理由は、
教師に全てを上手くやらせようとすることに
は無理があり、それを行える程の専門的な知
識や技術を持っている訳ではないし、正確に
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学習が簡単とするような考え方には固執しな
い こ と が 重 要 と な る。 言 い 換 え れ ば、
convergentな違いでも学習困難を引き起こし
ている事例の発見がerror analysisに繋がり、
第二言語習得研究に発展し、interlanguageと
いう概念を生み出した現実を踏まえる必要が
あるということである。こうした事柄も十分
検 討 し、awareness-/consciousness-raisingの
ような新しい方法をも‘折衷主義’的に組み
合わせた教材編成・開発が必要ということに
なる。
　また、ここでも、限られた授業時間内にお
けるクラスでの学習と十分時間の取れる個人
での時間外学習の縒り分けを明確にして置か
ないと、上記のテストの段階で齟齬が生じて
くる可能性があるので、十分な検討と学習者・
教師の双方の理解が必要であろう。
　シラバス（syllabus）は、当然RPSに基づ
くものを、目の前の学習者のニーズを念頭に、
学年ごとに決めることになる。その際、上記
のobjectivesの段階での議論を更に詳細に検
討し、項目を確定し、１学年のみでなく３学
い時間に、何をどのように教え、何を時間外
学習に回すのか等をある程度詳細に検討し、
どう学習活動を作り出すのかについてイメー
ジを持ち指導する必要もある。この分野では、
Brown（2014）も指摘し、既に上記に述べて
いるように、通常５～10分、長くても15分程
度しか授業時間を割けない現実がある。もし
毎日の授業で必ず発音問題を扱うとなれば、
平均で５分がせいぜいであろう。
授業（TEACHING ACTIVITIES）：
　アプローチ（approach）は、発音の領域に
関する限り、その底流にあるのは行動主義と
構造主義言語学に根差した“Practice makes 
perfect.”の言語学習版、audio-lingualismであ
ろう。但し、最近ではawareness-/consciousness-
raisingのような意識的理解や気付きを促す手
法も開発されてきている現状がある。従って、
母語と学習言語のcontrastive analysisに基礎を
置き、“日本語/s/ > 英語 /s/-/Ө/”のように１つ
の音素が２つ以上に分かれるdivergentなシス
テムの違いの習得が難しく、逆に“英語 /s/- 
/Ө/＞日本語/s/”のようなconvergentな違いは
TECHNIQUES: Ways of presenting the language
PACKAGED PEDAGOGY:
Counseling-Learning Curran
Dartmouth Pedagogy Rassias
Natural Way Krashen
Silent Way Gattegno
Suggestology Lozanov
Total Physical Response Asher
EXAMPLES OF TECHNIQUES FOR PRESENTING:
Bridging activities Directed dialogue
Discussion
Grammar demonstration dialogue
Idea frame Lecture on rules of language
Object centered lesson Verb centered
～Brown（1994～:15-16）語句等の配置を一部変更～
表１
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　発音の授業では、Silent Wayが発音記号を
使わず、色分けで音声を標示した母音図表や
子音の表を、ポインターで指し示しながら学
習者から単語や文を引き出し、繰り返し練習
に繋げる独特の方法を採っているが、時間が
掛かり過ぎるという問題がある。こうした方
法を含め、表１の例に、更に効率的に発音に
焦点が向かうように変更を加える等、多様な
テクニックを、数分～15分という短い時間の
中に、どう上手く取り込めるのかを研究する
必要がある。
　Self-instructionに関しては、本井（2015b）
でも議論している通り、中学レベルが基本的
に入門・初級段階であり、英語を使いこなす
技術を十分に発達させていないことを考慮し、
self-access language learningタイプのmaterial-
centeredのものとする方が良いと言える。こ
の場合、学習者には、何時、どの教材に取り
組むかを決める程度の自由度しかないため、
既述のようにバラバラに取り組むハンドアウ
トである場合が多いであろうから、夫々裏面
に目標や学習方法の説明を書き込んで置く等
の方法で学習者の向かう方向を意識させて置
く必要を再度強調したい。。
　Camilleri（1999）のデータによれば、‘学習
者が自分自身で学習の手順を発見することの
重要性’を認める教師の比率が79％であり、
更に50％が‘自分自身で取組みの結果を評価
する必要’を認めている。このことを考慮す
ると、この部分は以下の“練習”とも関わる
が、学習の維持・管理の観点からも、学習者
の実情に合わせて丁寧にプランする必要があ
ると言える。
　練習（exercises）は、授業では一般に表
２のようなレパートリーの中から適当なもの
年３つのコースに配分する必要もある。
　この段階で、是非検討して置かなければな
らないことは‘指導項目をコースの中で１回
だけ提示する所謂linear syllabusを採用する
のか、それとも同じ指導項目を終了までに何
度も教材を代えて提示するタイプのcyclic 
syllabusとするのか’である。このことが、
教材編成やそのスタイルに影響を与えるから
である。当然、１年間に凡そ35週間の取組み
の中で教える指導項目の提示の順序を決める
各学年のコースの場合も同じことが検討され
る必要がある。筆者は、教えるべき項目が少
なく、１年間の流れの中では時間が足りなく
て省略する必要も出てくる可能性があること
から、同じ項目が比較的短期間に繰り返され
るcyclic syllabusを勧めたいが、夫々に長所・
短所があることから、この件に関しては十分
な検討が必要である。また、通常の検定教科
書のコース編成はlinear syllabusであること
から、cyclic syllabusの場合、教師はそのこ
とを明確に意識して置く必要があるだろう。
　教材提示（techniques）の方法に関しては、
様々なテクニックが存在するが、ニーズの確
定や教材の開発におけるアプローチの仕方に
も影響を与えるとされる（Brown, 1994）。そ
して、発音以外の項目も含む授業一般に関し
て、その方法はpackaged pedagogyと単なる
テクニックの２種類に分けられている（Brown, 
ibid.）。Packaged pedagogyはSilent Wayなど
所謂‘innovative approaches’として一括り
にされているもので、表１を参照するとわか
る。言い換えれば、‘独特の教授法’とされ興
味を引いている教授法も、突き詰めれば教材
提示の方法を提案しているに過ぎないという
一面もあると言える。
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３．１学年の当初は、教室内でも十分な音
読の時間を確保し、早く習慣化したい
ことからテキストに無意識の内に文構
造や重要語彙に注意が向かうような工
夫 を 施 す 必 要 も あ る（E.g. 
Suggestopediaの英和対照テキスト等；
入門期では教師の色々説明も学習者は
理解出来ない場合が多いことも十分研
究する必要がある）。
まとめとして
　上記の検討はカリキュラム活動の応用によ
るRPSに基づくコース編成作業の一例である。
これは、授業時間内に教える時間が取り難い
が故にself-instruction中心の方向を目指さざ
るを得ない発音指導を、それを逆手にとって
英語の基礎作りの為の突破口にしようとする
ものである。当然、英語学習レベルの未だ浅
い中学生の場合、‘全くの野放し状態（これは
Communicative Approachの本質でもある）’
はあり得ず、教師のコントロール下に置かな
ければならない領域も多い上に、授業時間内
の練習を通じて‘learner-training’タイプの
取組みを行ないautonomyにつなげることに
を選択し、PPPの最初と二番目のＰの部分を
構成する。当然、発音指導の領域でも、適切
なものを選び、目的にあった形でadaptし、
どこかに入れ込むことになる。従って、後半
のＰに近付く程発音以外の練習をする為の教
材との統合が必要となり、発音については焦
点がぼける傾向が出てくる筈である。当然自
習でも同じである。しかし、こうした取組み
の経験は、accommodation skillsの開発の為
の基礎となるというのが定説である。
　上記以外にこの分野のことで注意しなけれ
ばならないと思えることを以下に列挙してお
くことにする。これらは、練習に関して更に
細かく検討する際に念頭に置くべきことと筆
者が考えていることである：
１．音読練習は100回程度から最大でも600
回位繰り返せば、どんなに自信の無い
学習者でも、自然に暗記出来るように
なることを学習者に分からせる必要が
ある。
２．Pin-penの よ う なminimal pairのmim-
mem practiceで練習するbottom upの
練習に固執しないこと。
EXERCISES: WAYS OF PRACTICING WHAT HAS BEEN TAUGHT
　Autonomous interaction Chain dialogue
　Cloze procedure Conversation 
　Copying  Expansion 
　Fill-in Matching    
　Multiple-choice Pattern drill 
　Proofreading Replacement
　Response drill Restatement
　Rosetta procedure Sentence combining  
　Sentence modiﬁcation Speed writing  
　Substitution drill Transformation drill  
　Translation True-false
～Brown（1994: 16）～
表２
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注
１）Phase 1の段階ではtutorialは設定していないの
で、このテストの段階で非常に短いコメントを与
えて帰す方法が望まれる。
２）波状テストは、放課後に学習者を一か所に集め、
テストし、合格した者から帰宅して良いというも
ので、高校等では保護者に連絡の上、夜遅くまで
残す取組みもある；音読の場合、数種類のテキス
トの中からサイコロで読むものを決める等の方法
もある；又、ペーパー・テストは数種類を用意し、
不合格者は30分～１時間勉強した後、再度取り組
む等の方法がある。尚、波状テストに語彙・文法
などの他領域を追加することは可能であるが、
夫々に合格・不合格を与えないと、望む効果が得
られなくなるので、注意する必要がある。
３）これに関係することとして、テストの項で触れ
た、 本 稿 の プ ラ ン 作 り が 内 的 動 機（intrinsic 
motivation）の開発の問題を十分検討していない
点に目を向ける必要がある。何等かのlearner-
trainingのような自主学習の方向が模索される必
要があるが、learner-centered self-instructionの前
段階、material-centered self-instructionの段階の
学習者であることを考慮すれば、‘テスト’の項で
も触れているが、短時間に、短い言葉の場当たり
的な働きかけを積み上げ、発展の機会を伺うよう
な方法を採らざるを得ないであろう。この領域は
教員による経験の蓄積に頼ることになる。
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